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(百万円未満切捨て)

1．2022年3月期第1四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年6月30日）

(1)連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第1四半期 9,407 △19.6 519 △53.3 764 △37.8 530 △34.6

2021年3月期第1四半期 11,701 △17.1 1,111 △27.5 1,230 △29.8 811 △31.9
(注)包括利益 2022年3月期第1四半期 324百万円(△78.3％) 2021年3月期第1四半期 1,494百万円( 35.7％)

1株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
1株当たり

四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第1四半期 6.94 －

2021年3月期第1四半期 10.47 －

(2)連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年3月期第1四半期 84,758 72,270 85.3

2021年3月期 90,869 73,321 80.7
(参考) 自己資本 2022年3月期第1四半期 72,270百万円 2021年3月期 73,321百万円

2．配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 － 14.00 － 18.00 32.00

2022年3月期 －

2022年3月期(予想) 14.00 － 18.00 32.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3．2022年3月期の連結業績予想（2021年4月1日～2022年3月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 59,500 0.3 6,800 △3.6 7,200 △6.6 5,000 △15.4 65.45
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ― 社 ( ― ) 、除外 ― 社 ( ― )
　

　

(2)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

(3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

(4)発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年3月期1Ｑ 78,225,350株 2021年3月期 78,225,350株

② 期末自己株式数 2022年3月期1Ｑ 1,829,386株 2021年3月期 1,829,292株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期1Ｑ 76,396,035株 2021年3月期1Ｑ 77,474,431株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本四半期決算短信に記載されている将来に関する事項は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績は、経済

情勢・為替相場の変動等の不確実性により、変更される可能性があります。

・業績予想に関する事項は、添付資料3ページ「(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ

い。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年来続く新型コロナウイルス感染症の収束の見通しが依

然として立たず、引き続き厳しい状況で推移いたしました。

先行きにつきましては、ワクチン接種が本格化し、その効果により景気の持ち直しが期待されるものの、半導

体不足や原材料価格の上昇によるコスト増など、不安が払拭されない状況が継続しております。

このような環境の中、当社グループにおきましては、お客様・関係者の皆様ならびに従業員の感染防止に留意

しつつ、全社をあげて原価低減と業務効率化に努めてまいりました。

しかしながら、当社の主力事業である特装車の市場では、レンタル業界などにおきまして、設備投資に対する

慎重な姿勢が継続されました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の連結経営成績は、売上高は前年同期を22億94百万円(20％)下回る94億7

百万円となりました。セグメント別には、特装車売上高は前年同期を26億65百万円(29％)下回る65億94百万円、

部品・修理売上高は前年同期を3億60百万円(16％)上回る26億75百万円となりました。利益につきましては、営業

利益は前年同期を5億92百万円(53％)下回る5億19百万円、経常利益は前年同期を4億65百万円(38％)下回る7億64

百万円となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期を2億81百万円(35％)下回る5億30百

万円となりました。

なお、第１四半期連結累計期間の業績につきましては、前年同期比では減収減益となっておりますが、ほぼ当

初計画の数値の通りであり、概ね想定の範囲内で推移しております。また、通期業績予想につきましても、現状

では直近に公表している業績予想への影響はないと判断しております。

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 令和２年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期

首から適用しています。この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高、売上原価がそれぞれ1億57百万円減少

し、営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。

（２）財政状態に関する説明

①資産

流動資産は、前連結会計年度末に比べて56億75百万円減少し、553億1百万円となりました。これは主に、商品

及び製品が10億55百万円増加したものの、受取手形、売掛金及び契約資産が52億29百万円、預け金が17億10百万

円減少したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて4億35百万円減少し、294億56百万円となりました。これは主に、投資

有価証券が3億80百万円、機械装置及び運搬具（純額）が54百万円減少したことなどによります。

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて61億10百万円減少し、847億58百万円となりました。

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 令和２年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期

首から適用しています。この結果、四半期連結貸借対照表において、「受取手形及び売掛金」は、当第１四半期

連結会計期間より、「受取手形、売掛金及び契約資産」として表示しております。

②負債

流動負債は、前連結会計年度末に比べて51億9百万円減少し、103億78百万円となりました。これは主に、支払

手形及び買掛金が26億33百万円、未払法人税等が16億75百万円、流動負債のその他の未払消費税等が6億23百万円

減少したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて49百万円増加し、21億9百万円となりました。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて50億59百万円減少し、124億88百万円となりました。

③純資産

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて10億51百万円減少し、722億70百万円となりました。これは主に、為

替換算調整勘定が67百万円増加したものの、利益剰余金が8億44百万円、その他有価証券評価差額金が2億63百万

円減少したことなどによります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期通期の業績予想につきましては、2021年４月26日に公表いたしました業績予想から変更はありま

せん。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,224,322 1,098,846

預け金 36,536,175 34,826,002

受取手形及び売掛金 19,464,344 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 14,234,377

商品及び製品 808,516 1,864,346

仕掛品 1,287,837 1,576,008

原材料及び貯蔵品 1,191,555 1,287,468

その他 465,096 415,009

貸倒引当金 △225 △229

流動資産合計 60,977,622 55,301,829

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,421,847 7,301,707

機械装置及び運搬具（純額） 2,407,495 2,353,481

土地 8,524,457 8,524,457

その他（純額） 658,234 617,189

有形固定資産合計 19,012,035 18,796,836

無形固定資産 692,607 665,732

投資その他の資産

投資有価証券 7,954,715 7,573,942

その他 2,239,294 2,427,178

貸倒引当金 △6,713 △6,887

投資その他の資産合計 10,187,296 9,994,232

固定資産合計 29,891,939 29,456,801

資産合計 90,869,562 84,758,630
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,089,276 7,455,599

未払法人税等 1,727,200 51,336

役員賞与引当金 38,000 9,500

製品保証引当金 294,302 268,970

その他 3,339,192 2,592,973

流動負債合計 15,487,971 10,378,380

固定負債

再評価に係る繰延税金負債 616,302 616,302

退職給付に係る負債 450,694 442,278

繰延税金負債 578,155 675,575

その他 414,769 375,566

固定負債合計 2,059,922 2,109,723

負債合計 17,547,893 12,488,103

純資産の部

株主資本

資本金 10,425,325 10,425,325

資本剰余金 9,923,342 9,923,342

利益剰余金 50,386,498 49,541,550

自己株式 △1,147,983 △1,148,064

株主資本合計 69,587,182 68,742,154

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,498,080 4,234,576

土地再評価差額金 △1,624,044 △1,624,044

為替換算調整勘定 86,580 154,135

退職給付に係る調整累計額 773,869 763,705

その他の包括利益累計額合計 3,734,486 3,528,372

純資産合計 73,321,669 72,270,527

負債純資産合計 90,869,562 84,758,630
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

売上高 11,701,585 9,407,192

売上原価 9,221,243 7,575,054

売上総利益 2,480,341 1,832,137

販売費及び一般管理費 1,368,358 1,312,569

営業利益 1,111,982 519,567

営業外収益

受取利息 2,564 2,691

受取配当金 52,407 57,864

持分法による投資利益 47,207 177,118

為替差益 2,239 －

その他 19,682 12,360

営業外収益合計 124,101 250,035

営業外費用

為替差損 － 4,356

その他 5,311 256

営業外費用合計 5,311 4,613

経常利益 1,230,772 764,989

特別利益

固定資産売却益 － 573

投資有価証券売却益 － 4,561

特別利益合計 － 5,135

特別損失

固定資産売却損 － 38

固定資産除却損 38 2,626

投資有価証券評価損 149 －

特別損失合計 187 2,665

税金等調整前四半期純利益 1,230,585 767,459

法人税、住民税及び事業税 171,347 19,845

法人税等調整額 248,011 217,432

法人税等合計 419,358 237,277

四半期純利益 811,226 530,181

親会社株主に帰属する四半期純利益 811,226 530,181
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

四半期純利益 811,226 530,181

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 680,051 △263,504

為替換算調整勘定 7,530 30,597

退職給付に係る調整額 3,977 △10,164

持分法適用会社に対する持分相当額 △8,387 36,957

その他の包括利益合計 683,171 △206,113

四半期包括利益 1,494,398 324,067

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,494,398 324,067

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 令和２年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財またはサービスの支配が顧客に移転した時

点で、当該財またはサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、顧客から製造委託を受けた特装車に係る有償支給部品取引につきまして、従来は、顧客から支給

される部品の加工後の製品の販売として売上高および売上原価を総額で計上しておりましたが、有償支給部品額

を除いた額で製造委託された特装車の収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただ

し、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱

いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収

益認識会計基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われ

た契約変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額

を当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高、売上原価がそれぞれ157,753千円減少し、営業利益、経常利益

および税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高に与える影響はあ

りません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、当第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に表示するこ

ととしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新

たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 令和元年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項および「金融商品に関する会

計基準」（企業会計基準第10号 令和元年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計

基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に

与える影響はありません。

　


